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資料

琉球政府時代の久志村における村落と社会教育

宮城能彦

要約

本資料は、琉球政府時代の久志村における１９６５年７月から１９６６年６月までの社

会教育主事勤務表（日誌）である。当時の久志村（現在名護市東部）は人口約６千人

の稲作を中心とした農村であったが、１９６０年代には急速に砂糖きび作への転換が進

んでいた。そして、村の南部（辺野古区）にはすでに米軍の基地とその周辺の街が形

成されていた。

日誌からは、社会教育主事は頻繁に字の公民館（字事務所を兼ねる）を訪問・指導

し、地域社会との結びつきが強いことがわかる。また、社会教育主事の活動から、当

時の社会教育行政が最も力を注いでいたことは「家庭教育学級」や「婦人会活動｣、

「教育隣組」等の生活に深く関わる事への指導であったことがわかる。

はじめに

１９５４年、琉球政府文教局は「公民館の設

置奨励並びに施設の強化と活動の合理化」を

社会教育の努力点として掲げた(')。しかし、

よく知られているように、実際には、各字

（集落）ごとにすでに地域住民の手によって

作られていた字（集落）の事務所（ムラヤー）

を公民館として転用して普及させることとな

り、「すでに形成され、展開していた集落の

様々な活動という実態の部分に、公民館の構

想及び機能がいわば覆いかぶさることになっ

た」(2)。

すなわち、当時「部落会」や「戸主会」と

呼ばれていた住民の自治組織の事務所と社会

教育行政における公民館はほとんど同一のも

のであり､宮古や八重山地方を除く多くの｢公

民館」長はその地域の区長の兼任であった。

従って､琉球政府時代(1952年４月～１９７２

年５月）における公民館＝字事務所は、住民

の自治組織であると同時に、文教局社会教育

課や教育区教育委員会の指導・管理を受ける

ことになる。

本稿（史料）は、1965年度および１９６６

年度の旧久志村（現在名護市）における久志

区教育委員会の｢社会教育勤務表｣である。そ

れには、当時の社会教育主事の勤務内容が日

誌として綴られており、当時の社会教育行政

は、農村において具体的に何を実施していた

のかを知ることができる。

また、当時の教育行政が集落の自治に対し

てどのように指導し影響を与えたかを考察す

る端緒になると考えられる。

社会教育主事は１９５２年の琉球政府の設立

にともない各連合区教育長事務所１４か所に

２１人が設置されたが､その資格については次

のように定められていた(3)。

地方社会教育主事として望ましい人。ｌ

教育事業、社会事業、児童福祉事業等の

関係のある事業に、５年以上経験のある

もの。２新教育に精通し、教育活動成績

顕著で、指導力旺盛なるもの。３識見、

教養高く、民主主義の体得者で公平無私

で協力`性に富むもの｡教育法規に精通し、

企画力に富み、行政手腕のあるもの。５

教育者として教育界並に一般社会から信

望の厚いもの。６政党や派閥にとらわれ

ないもの。

－５７－
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１．１９６０年代における久志村の概況

久志村は沖縄本島北部の東海岸に位置し、

村の西側には－ツ岳.多野岳･名護岳･久志岳。

石岳などがそびえ、そこから天仁屋川・汀間

川。大浦川・久志大川が太平洋に流れている。

村の土地のほとんどは図１に見るように、

山林と原野が主であり、農地はわずかに全体

の４％である。（図１）

村は、底仁屋（９戸３３人)、天仁屋（８２

戸４０８人)、嘉陽（７１戸２６４人)、安部（６５

戸２４８人)、三原（140戸６５８人)、汀間

（６５戸２９１人)、瀬嵩（８０戸３２３人)、大

浦（４５戸１７２人)、二見（３７戸１８２人)、

辺野古（６１２戸２，０７０人)、豊原（７８戸３２５

人)、久志（176戸７０６人)、大川（４５戸

234人）の集落から成る。

１９６５年の久志村村政要覧によれば、「農

業｣就業者６２０戸3,333人が最も多く、続い

て軍作業１４４戸８１７人、サービス業９３戸

609人が多く、林業（２４戸１６８人）と水産

業(１６戸９９人）「就業者」は少ない(7)｡(表２）

図１．地目別面積の割合(久志村）

宅地田

表2．業種別就業者（1965年久志村村政要覧）

戸数｜人口戸数｜人口

農業’62013,33311水産業’１６１９９

24116811商業林業 6６１４２１

サービス業’931609111官公吏’６６１３０］

工業 1８１１２９１１軍作業’１４４１８１７

かつては川沿いに水田が広がっていたが、

1960年代以降は砂糖きびが中心となって

いった。１９６４年の農業センサスu)では､「田」

の耕地面積は１０７７アール、全耕地面積の

2.7％にすぎない。（表１）

運輸業’２９１17811その他’７０１３１９

１９６４年股業センサスより作ﾙﾋﾞ

１９６４年農業センサス(8)によれば､農家戸数

745戸の内専業農家１８５戸（24.8％)、農業

を主とする兼業農家２６１戸（351％)、農業

を従とする兼業農家２９９戸(40.1％)である。

（図２）

図2．専業兼業別農家数(1964年久志村）
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表1．耕地の種類別経営農家数及び面積（1964年久志村）

総数｜田｜普通畑｜樹園地

農家数(戸） 7２８１５８２１７０８１１６０

面積(アール）’39,75211,077125,46113,514

／
ＦＵ

￣ワ

■
２６１

プーＺ
１９６４(1ﾖ股業センサスより作成 300

〆
2５０

；::上,＝iiト１９６５年における久志村の人口(51は5,935

人、世帯数1,507戸、１世帯当りの人員数は

3.96人である(6)。村の人口規模としては隣接

する大宜味村や久米島の具志川村とほぼ同じ

で、当時の沖縄県において人口の少ない部類

に属する。

:Ｉ屋￣剣－１ｚＦ￣:了Ｚ
専業農家兼業（農業主）兼業（農家従）

1964年殿業センサスより作成

－５８－

戸数 人口 戸数 人Ｉ；

業 ６２０ 3.333 水産業 ﾕ６ 9９

林業 2４ 1６８ 商業 6６ 4２１

サービス業 9３ 6０９ 官公吏 6６ ３０１

:--二業 1８ ﾕ２９ 軍作業 1４４ ８：

運輸業 2９ ﾕ７８ 子の他 7(） ﾕ９

総数 田 通畑 樹園地

農家数(戸） 2８ 5８２ 0８ １６(）

面積〈アール） 39.7:>２ ＬＯ７７ ２５．４６１ 3．５１１
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農家の経営規模は５０アール未満が多く全

農家数の５３６％を占める。２００アール以上の

農家は１０戸（13％）のみである。（図３）

2．久志教育区の概況

１９７２年の施政権返還（本土復帰）以前の

地方教育行政は、市１１１J村を単位としながらも

市111丁村とは別の法人である教育区から成って

いた。当時の久志村は久志教育区であり、そ

の実質的上部組織は北部連合教育区であっ

た。

１９６６年度における久志教育区の社会教育

費の総額は1,622ドルで、北部連合教育区で

は、国頭（1,517ドル)、上本部（1,873ド

ル)、本部（1,618ドル)、とほぼ同じ規模で

ある。全教育区の平均は3,170ドルであるか

ら、予算規模では平均の約半分でしかない。

ちなみに、那覇教育区は10,354ドル、名護

教育区4,196ドルである。

しかし、同じ年の人口一人あたりの社会教

育費は０２７ドルで､全琉の－人当たり社会教

育費０．１９ドルを上回っている(9)。

図３．経営耕地規模別農家数(久志村1964年）
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1964年農業センサスより作成

本資料･では、婦人会や子ども会、青年会、

家庭教育学級が多く見られるので、久志村の

年齢構成を見ておこう。残念ながら、当時の

国勢調査では村単位の年齢階級構成は公表し

ていないため、参考として農業センサスの年

齢階級別農家人口を示しておく。（図４）

3．資料：久志区教育委員会「1965年７月以

降・社会教育勤務表」

1965年度

７月分社会教育勤務実施表

１日（木）内勤

２［|（金）瀬嵩教育隣組訪問

３１=|(土）本部町婦人会幹部研修会

４１=I（日）〃

５日（月）安部教育隣組指導

６月（火）主事会（名護）

７に|（水）大浦歌声サークル、三原映写会、保

母講習会

８１１（木）予算公聴会、公民館訪問（天、底、

嘉）

９１二|（金）公民館施設まわり（平良、屋我地、

屋部、南恩納、宇座、中川、松川、○○、久

志）

１０ロ(土）二見婦人学級、生活指導研修、婦

人新旧役員懇談会

1１１１（日）

１２日（月）久志教育隣組指導

図4．年齢階級別農家人口（1964年久志村）
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１９６４年当時、久志村の農家では、２０代の

若者は少ないが、１０代以下の子供が多く（全

体の５４％)、６０代以上の老人の数と割合は多

くなかったことがわかる。
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１３日（火）大浦映写会

１４日（水）嘉陽用事教育学級、幼稚園教育研

修（金武）

１５日（木）三原教育隣組指導

１６日（金）北部会館落成祝賀会

１７日(士）セダケ幼児教育学級

１８日（日）東村婦人総会ルク指導）

１９日（月）内勤

２０日（火）内勤

２１日（水）久辺社会学級、大浦歌声サークル

２２日（木）安部公民館指導

２３日（金）生徒会リーダー研修会（まきや）

２４日(士）内勤

２５日（日）久志村青年会野球大会

２６日（月）豊原家庭教育学級、辺の古公民館

訪問

２７日（火）主事研修会（やか）

２８日(水)宜野座青少年モデル地区中間発表、

久志公民館訪問

２９日（木）北部地区婦人連絡会総会、セダケ

公民館琉大交歓

３０日（金）沖学協会研修会（まきや）

３１日(士）久志公民館教育懇談会

８月分社会教育勤務実施表

1日（日）

２日（月）夏期講習

３日（火）〃

４日（水）〃台風１０号ジーン

５日（木）〃

６日（金）〃

７日(士）〃

８日（日）

９日（月）夏期講習

１０日（火）〃

１１日（水）旧盆

１２日（木）内勤

１３日（金）全琉主事会（ナハ）

１４日(士）内勤

１５日（日）

１６日（月）内勤

１７日（火）辺野古公民館訪問

１８日（水）天仁屋、底仁屋、嘉陽、安部公民

館訪問、久志へ文庫移動

１９日（木）ゼダケ、大浦、二見公民館訪問、

豊原公民館訪問

２０日（金）佐藤首相歓迎（名ゴヘ）

２１日(士）内勤

２２日（日）公民館備品購入の為（ナハヘ電報）

２３日（月）安部幼児教育懇談会、マツダ木工

所へ備品注文

２４日（火）三原公民館、汀間公民館、大川公

民館、バス会社訪問

２５日（水）婦人会評議員会

２６日（木）幼児教育懇談会（汀間)、大浦歌声

サークル

２７日（金）三原婦人会

２８日(土）伊江島青年幹部研修会

２９日（日）伊江島青年幹部研修会、那ハエイ

サーコンクール、辺の古婦人会指導

３０日（月）辺の古婦人会指導、嘉陽婦人会指

導

３１日（火）辺の古婦人会指導、嘉陽婦人会指

導、汀間婦人会指導

９月分社会教育勤務実施表

１日（水）大川幼児教育懇談会、嘉陽婦人会・

汀間婦人会・辺の古婦人会指導

２日（木）辺の古婦人会・嘉陽公民館・有銘婦

人会指導

３日（金）定例主事会（名ゴ)、米寿祝

４日(土）社会体育講習会（久志校)、青年幹

部研修会（三原校）－４０人

５日（日）青年幹部研修会

６日（月）地区婦人会解散総会（久志公民館）

７日（火）汀マ婦人会指導、ナハ（映写機部

品、レコード購入のため）

８日（水）第一回聖火宿泊記念駅伝大会、瀬嵩

家庭教育学級

９日（木）汀マ婦人会指導

１０日（金）三原教育隣組指導

１１日(士）三原婦人会指導

－６０－
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１２日（日）

１３日（月）内勤

１４日（火）北部地区レク講習会

１５日（水）台風

１６日（木）台風

１７日（金）保母講習会（セダケ）

１８日(土）村婦人会評議員会

１９日（日）

２０日（月）豊原婦人会懇談会、久志校区ＰＴＡ

婦人部レク指導、久志隣組指導

２１日（火）辺の古婦人会懇談会

２２日（水）久辺校ＰＴＡ婦人部レク講習、大

浦歌声サークル指導、セダケ婦人会

２３日(木）（秋分の日公休)、汀間幼稚園開

園式

２４日（金）嘉陽校区婦人会指導、久志区教育

隣組連絡協議会

２５日(土）底仁屋公民館落成祝

２６日（日）村婦人会移動研修（中部．ナハ）

２７日（月）三原校区婦人会指導

２８日（火）全琉主事研修会、辺の古婦人会、

大浦サークル

２９日（水）宜野座村レク講習会、豊原婦人学

級、汀間幼稚園参観

３０日（木）公民館長研修会、社会福祉協ぎ会

総会、三原校区婦人会、久志婦人学級

※セダケ部落ＰＴＡ研究指定ひきうける

１０月分社会教育勤務実施表

１日（金）安部婦人会、汀間婦人会、二見婦人

学級

２日(土）三原小中校運動会

３日（日）久志小中校運動会、嘉陽小中校、運

動会

４日（月）久辺小中枝運動会

５日（火）三原校区体協役員会

６日（水）公民館長研修会

７日（木）天仁屋小中校運動会

８日（金）保母研修会、セダケ家庭教育学級

９日(士)村陸上協議会準備のため出勤体育

の日（公休）

１０日（日）久志村陸上競技大会

１１日（月）久志隣組訪問

１２日（火）汀間幼稚園指導、宜野座地区保母同

好会

１３日（水）内勤(申請書作成)、大浦歌声サー

クル）

１４日（木）豊原婦人学級（夜)、内勤（昼）

１５日（金）三原教育隣組（夜)、内勤（昼）

１６日(士）青年学級研修会（ｌ：３０名ゴ）

１７日（日）地区体協陸上競技会（名ゴ）

１８日（月）底仁屋幼児教育懇談会

１９日（火）久志公民館図書購入（ナハ）

２０日（水）久志婦人学級、大浦歌声サークル、

辺の古公民館訪問

２１日（木）嘉陽幼児教育学級

２２日（金）辺の古教育懇談会、二見婦人学級

２３日(土）久志村小中校陸上競技会、善行児

童の表彰式

２４日（日）郡青協幹部研修会

２５日（月）内勤

２６日（火）保母研修会

２７日（水）三原、汀間幼稚園訪問、宜野座地

区保育同好会、大浦教育講座

２８日（木）教育委員会

２９日（金）中部地区レクリエーション研修会

３０日(土）地区中体連、教職員会陸上競技会

３１日（日）

１１月分社会教育勤務実施表

１日（月）汀間幼稚園、久志公民館訪問、瀬嵩

公民館総会

２日（火）瀬嵩教育隣組指導

３日（水）瀬嵩こども会ラジオ体操参観激励、

汀間公民館映写会

４日（木）内勤

５日（金）全琉主事研修会、大川公民館映写会

６日(土）内勤

７日（日）

８日（月）久志教育隣組訪問指導、三原校訪問

９日（火）瀬嵩教育隣組臨時総会

'０日（水）宜野座地区保育同好会総会並び講
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習会、二見婦人会訪問

11日（木）瀬嵩家庭教育学級

１２日（金）村婦人会評議員会

１３日(士）内勤

１４日（日）汀間婦人会講座

１５日（月）三原教育隣組指導

１６日（火）内勤

１７日（水）久志婦人学級

１８日（木）三原教育懇談会、石川文化会館へ

フィルム借用のため

１９日（金）豊原婦人学級、東村農業総合展示

発表会

２０日(土）読書会（久志小)、教頭会（学力向

上対策協ぎ会の件）

２１日（日）国頭郡青年駅伝大会、セダケ教育

隣組連絡泳者会

２２日（月）久志教育隣組指導

２３日（火）勤労感謝の日（公休）

２４日（水）久志教育隣組連絡会（指導者研修

会）

２５日（木）二見家庭教育学級、北部地区婦人

指導者研修会

２６日（金）学力向上対策協ギ会総会

２７日(士）野外研修会（名ゴ、勝山）

２８日（日）野外研修会（〃）

２９日（月）婦人幹部研修会、那覇地区婦人指

導研修会

３０日（火）定例主事会（国頭）

１２月分社会教育勤務実施表

１日（水）三原社会学級、瀬嵩教育隣組、地域

協研修会（金武）

２日（木）内勤

３日（金）内勤有銘青年学級（夜）

４日(士）内勤

５日（日）

６日（月）久志教育隣組連絡協議会

７日（火）内勤

８日（水）地区教研修会、瀬嵩家庭教育学級

９日（木）安部教育隣組

１０日（金）保母研修会、二見家庭教育学級

11日(士）認定講習受講

１２日（日）久志教育隣組連絡協ぎ会学事奨励

（学習発表会）

１３日（月）認定講習受講

１４日(火）〃汀間婦人会訪問

１５日(水）〃

１６日(木）〃

１７日(金）〃

１８日(土）〃

１９日（日）

２０日（月）認定講習受講

２１日(火）〃

２２日(水）'’

２３日（木）年休

２４日（金）年休

２５日(±）年休

２６日（日）

２７日（月）内勤

２８日（火）内勤、事務所移動

２９日（水）内勤、辺の古公民館訪問

３０日（木）少年団体リーダー研修会

３１日（金）創作舞踊講習会（名護）

１月分社会教育勤務実施表

１日(土）公休

２日（日）

３日（月）三原公民館建設委員会

４日（火）名ごレク講習会

５日（水）三原公民館建設委員会

６日（木）若人の森建設大会（なは）辺匪６日（木）若人の森建設大会（なは）辺野古婦

人会訪問

７日（金）教育予算説明会（名護）安部教育隣

組映写会

８日(士）瀬嵩教育隣組訪問

９日（日）

１０日（月）二見婦人会訪問、辺野古（委員長

訪問）

11日（火）辺野古婦人学級、地区教職委員会

訪問（幼稚園研修会）

１２日（水）豊原家庭教育学級、金武婦人会幹

部研修会
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１３日（木）文教局へ金・士研修打ち合わせ

１４日（金）

１５日(士）汀間婦人会、三原教育隣組成人式

１６日（日）

１７日（月）

１８日（火）

１９日（水）

２０日（木）嘉陽公民館訪問

２１日（金）本土研修のため那覇へ

２２日(士）那覇発→鹿児島へ（ひめゆり丸で）

２３日（日）鹿児島着

２４日（月）鹿児島発東京へ（きりしまで）

２５日（火）東京着（目白うずら荘に宿泊）

２６日（水）文部省訪問、琉球政府東京事務所

訪問

２７日（木）全国家庭教育研究集会（文部省主

催）

２８日(金）〃

２９日(士）全国家庭教育研究大会（日本女子

社会教育会主催）

３０日（日）〃

３１日（月）小田原市教育委員会訪問

２月分社会教育勤務実施表

１日（火）千葉県教育庁訪問、千葉県東金市訪

問

２日（水）休養

３日(木)神奈川県津久井郡藤野町立藤野小学

校

４日（金）東京都内見学（オリンピック施設）

５日(土）長野県松本市へ（アルプスで）

６日（日）松本市見学

７日（月）長野発…千葉へ（アルプスで）

８日（火）神奈川県津久井教育事務所訪問

９日（水）東京発一鹿児島へ（きりしまで）

１０日（木）鹿児島着

１１日（金）鹿児島市内見学

１２日(土）鹿児島発ナハヘ

１３日（日）那覇着

１４日（月）出勤

１５日（火）社会教育課へ

１６日（水）

１７日（木）ＰＴＡ研修（名ゴ）

１８日（金）読谷婦人会

１９日(土）社会体育研修会（名ゴ）

２０日（日）宜野座地区ＰＴＡ研修会

２１日（月）ＰＴＡ研修大会打合せ、久志隣組

訪問

２２日（火）

２３日（水）宜野座地区幼児○○大会（漢那公

民館）

２４日（木）村教職員会学年研修会（嘉、三、

久）

２５日（金）集団就職（本土）者訓練（北連）

２６日(土）セダケ教育隣組連絡協議会、全沖

ＰＴＡ研修大会、村婦人会評議員会

２７日（日）

２８日（月）主事会（名ゴ）

３月分社会教育勤務実施表

１日（火）瀬嵩教育隣組訪問、英語講師斡旋の

ため辺の古へ

２日（水）村教職員会視察研修

３日(木）

４日(金）

５日(土）安部教育隣組訪問、久志小中学芸会

６日（日）

７日（月）主事研修会（ナハ）

８日（火）瀬嵩家庭教育学級

９日（水）英語講座、地区教職員会行事計画委

員会

1ｏ日（木）家庭教育学級（二見）姑と嫁の集

い

１１日（金）英語;誉座

１２日(土）

１３日（日）女子青年研修会

１４日（月）定例主事会（今帰仁)、英語講座

１５日（火）三原教育隣組訪問

１６日（水）豐原母親学級、英語講座

１７日（木）嘉陽幼児学級

１８日（金）大川公民館講座

１９日(士）
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２０日（日）久志村青年会総会

２１日（月）久志婦人学級

２２日（火）

２３日（水）英語講座、卒業式（三原校、久志

校、天仁屋校、嘉陽校○○）

２４日（木）文教局へ、化学教材社へ

２５日（金）英語講座

２６日(士）

２７日（日）末次会長歓迎会

２８日（月）英語講座

２９日（火）北部地区社会学級研修会

３０日（水）英語講座

３１日（木）青少年健全育成会月間運動説明会

４月分社会教育勤務実施表

１日（金）図書館整理（アルバイト生で）琉

球政府創立記念日

２日(土）コザ市婦人会研修会（マキヤ）

３日（日）〃（家庭の日）

４日（月）英語講座

５日（火）青少年健全育成月間運動説明会

（2:００～４:００）

６日（水）教員辞令交付式、英語講座

７日（木）内勤

８日（金）文教局へ（公民館の件で）英語講座

９日(士）内勤

１０日（日）二見家庭教育学級

１１日（月）英講座、三原校訪問

１２日（火）内勤（ポスター配付）

１３日（水）英講座、久志校訪間

１４日（木）内勤

１５日（金）選挙事務所講習会、英語講座

１６日(土）国頭村婦人会レク指導

１７日（日）久志村長選挙（投票）

１８日（月）久志村長選挙（開票日）

１９日（火）内勤（家庭診断アンケート作成）

２０日（水）英講座清掃習,慣

２１日（木）内勤

２２日（金）英講座、天仁屋校区青少年健全育

成懇談会（２～430）

２３日(土）久志校区青少年健全育成懇談会（１

～４:30）研究教員懇談会

２４日（日）国頭村婦人研究発表会

２５日（月）英講座、三原青少年健全育成会懇

談会（６～８:30)、ナハヘ○○○の）

２６日（火）委員会、久辺校青少年健全育成会

懇談会

２７日（水）英講座、セダケ教育隣組

２８日（木）内勤祖国復帰大会
ママ

２９日（金）コイノボ'」作成講習天皇誕生

日

３０日(±）内勤

５月分社会教育勤務実施表

１日（日）瀬嵩隣組指導

２日（月）めぐまれない子の調査、豊原婦人会

研修、英講座

３日(火）

４日（水）レクレーション講習、英講座

５日（木）子どもの日（子ども大会準備)、有

銘青年会指導

６日（金）北部地区社会教育総合研修大会、英

講座

７日(士）子ども大会準備

８日（日）子ども大会、嫁と姑の集い（嘉陽）

９日（月）玉城村公民館研究発表会、英講座

１０日（火）二見家庭教育学級

１１日（水）辺の古婦人会訪問、英語講座

１２日（木）内勤

１３日（金）予算案作り、英語講座

１４日（士）本部町青年会研究発表会

１５日（日）三原教育隣組指導

１６日（月）英語講座

１７日（火）スポーツ○議会、文教局社研司会

者打合せ会

１８日（水）英語講座

１９日（木）地区ＰＴＡ総会（ぎのざ）

２０日（金）全琉社会教育総合研修大会、英講

座、辺の古婦人会

２１日（士）〃野外研修

会（まきや）

２２日（日）
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２３日（月）主事研修会（ナハ家庭教育関係)、

英講座

２４日（火）主事研修会（ナハ視聴覚関係）

２５日（水）英語講座、予算委員会

２６日（木）文教局へ（社研修きろく借用のた

め）

２７日（金）ＰＴＡ研修準備会、英語講座

２８日（士）今帰仁婦人研修会

２９日（日）村産業共審会

３０日（月）屋我地社会学級研修会

３１日（火）予算研究委員会

６月分社会教育勤務実施表

１日（水）親切月間運動、警護講座

２日（木）内勤

３日（金）ＰＴＡ大会準備、英語講座おわる

４日（士）村ＰＴＡ研修大会

５日（日）

６日（月）瀬嵩嫁と姑の集い

７日（火）生徒指導連絡協ぎ会

８日（水）社教主事研修会

９日（木）セダケ学事奨励会、具志川村婦人研

修会

ｌｏ日（金）委員会、二見家庭教育学級（総合

大会の話し合い）

１１日(土）内勤

１２日（日）村青年会球技大会

１３日（月）豊原母親学級

１４日（火）内勤

１５日（水）三原教育隣組

１６日（木）内勤

１７日（金）内勤

１８日(土）久辺公民館落成式、村婦人会役員

会

１９日（日）宜野座青少協研究発表会、貝がら

講習

２０日（月）内勤

２１日（火）セダケ公民館レク指導

２２日（水）学校まわりノート集め、嘉陽婦人

会

２３日（木）宜野湾婦人総会、久辺校、久志公

民館、村婦人会役員会

２４日（金）ノート審査（○－い)、三原婦人会

訪問

２５日(土）総合研修大会準備、大川婦人会訪

問、羽地稲田研究発表

２６日（日）第３回社会教育総合研修大会

２７日（月）総合開会整理（後かたづけ)、ノー

ト展示会（久志小）

２８日（火）予算議会

２９日（水）内勤

３０日（木）ノート展示会（三原小）

まとめ

ここでは、掲載した１９６５年度に１９６６年

７月から１９６７年６月までの一年を加え、

1965年７月から１９６７年６月までの合計２

年分の日誌から、いくつかの特徴を見いだし

ていきたい。

第一に、いわゆる「内勤」の日が極端に少

なく、日々村中の公民館などを巡回し、婦人

会や教育隣組家庭教育学級などの指導に当

たっているということである。内勤は、２年

間の全勤務日数６７３日中８６日（12.8％）に

すぎない。

そのことから、当時の社会教育主事の地域

との結びつきの強さがわかる。あるいは少な

くとも当時の琉球政府の社会教育行政が地域

社会と密接に関わろうとしていたことがうか

がえる。

ちなみに、社会教育主事という仕事柄日曜

日や夜間の勤務が多く出勤日数が多くあまり

休暇を取っていない。２年間７３０日中、日

曜・祝祭日および台風のための休日２日を含

めて休暇を取ったのは５７日にすぎない。

勤務内容で最も多いのは各字（部落）の

「婦人会」の指導で、２年間にのべ６４回も

巡回指導を行っている。（婦人会関係では、他

市町村婦人会への訪問が５回、婦人会懇談会

への出席が２回見られる｡）また、成人学級

の一環として、子供のしつけ・教育、文芸、
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茶道、和服の着付け等の講習が行われていた

「婦人学級」の指導は５７回（３位）であり、

社会教育主事が最も多く関わっていたことは

婦人会を中心とした活動あったということが

わかる。

公民館への訪問指導は、２年間で５９回（２

位)、１～２週間に１回は各字の公民館を訪

問していることになる。

「教育隣組」は２年間で４９回（４位)、各

字で指導を行っている。教育隣組はＰＴＡ活

動の字ごとの取り組みであり、子供たちの健

全育成を目的とした組織である。「本土」復帰

後は次第に地域子ども会へと移行していっ

た。青少年の健全育成との関わりでは、青少

年健全育成懇談会や青少年健全育成協議会の

関係の仕事が２年回で２４回、全体で６番目

に多い。

これも成人学級の一環としての「家庭教育

学級｣指導２５回(５位)。家庭学級では「家庭

の機能と役割」「子供の発達段階と性格形成」

「親の教育上の責任」「しつけの問題」等と

いった内容の講習が行われていた00.当時久

志村においては瀬嵩と二見で開かれていた。

当時の社会教育主事は、研修を行うだけで

なく、自らが研修を受ける機会も多かった。

同じ連合教育区のみならず、他連合教育区や

那覇市における研修も少なくなかった。社会

教育主事の研修が２年間で１７回、その他の

研修１３回、「本土」での研修会が１回行われ

ている。それは、当時の社会教育主事が「優

秀｣だと判断された教員から抜擢されたこと、

教頭と同待遇であったことと合わせれば、琉

球政府文教局がいかに社会教育を重視してい

たかが理解でよう。

以上のことから、琉球政府による社会教育

行政の末端では、婦人学級や家庭学級などの

地域住民の生活に関する直接の指導や、公民

館指導、婦人会指導といった地域住民の活動

に直接･積極的に関わっていたことがわかる。
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